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The main purpose of this report is to introduce a case about behavior 
modification through online community space and consider its value. First, 
the definition and meaning of “Katatsuke” will be revealed with the brief 
introduction about online community space. Second, behavior modification 
through “Katatsuke Reflection” will be introduced as a case study, and 
participants’ hidden concerns or emotions will be examined from the 
objective point of view through an interview with them. Finally, the 
possibilities of online community space and the future of this study, including 















Behavior Modification through Online Community Space
―Ａ Case of “Katatsuke Reflection”






















































整　理 S e i r i ： 「いるもの」と「いらないもの」を分け、「いらない
もの」は捨てる
整　頓 Se i t o n： 「必要なもの」を「必要なとき」に「必要なだけ」取
り出せるようにする
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同上 「こんまり※式の片づけ」の難しさ※近藤麻理恵の略称
ものと１つ１つと向き合う
所有物を全部出すのは正直大変
そうではないやり方を目指す
2020/5/7 オンラインの料理イベントが契機となり、GW中に片づけが進む
他の家庭のキッチンが見えること
で、自分の家のことが気になった
同上 思い出品の片づけ
宝探しのようなときめき
「捨てる」と「片づけ」は違うと実感
進捗状況は理想の２割ぐらい
2020/5/21 オンライン料理イベントに継続参加 所作のかっこいいメンバーへの憧れ当たり前を見直す機会になっている
2020/6/4 壁面に長らく飾ってあった家族写真を一度全て外した
取らなきゃよかった、逆に寂しく
なった、やっぱり飾りたい、無い
ところに家族が帰ってくるのが嫌、
埋めなきゃ
2020/6/11 インタビュー実施 全16回中８回参加
オンラインコミュニティ空間を通しての行動変容　―「かたつけリフレクション」を例にして
－249－

